


　
　
　
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ニ
ア
メ
リ
カ
社
会
の
近
代
化
に
阻
止
的
役
割
を
果
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
破
確
さ
れ
て
は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
蝦
資
本
に
よ
っ
て
生
産
お
よ
び
再
生
塵
過
程
が
把
握
さ
れ
る
た
め
に
は
、
前
資
本
主
義
的
生
産
お
よ
び
流
通
諸
条
件
が
改
廃
せ
ら
れ
、
資
本
主
義
的
　
　
　
生
産
お
よ
び
流
通
緒
条
件
が
整
備
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

　
こ
う
し
た
ア
メ
リ
ガ
粛
覇
北
鞠
黎
「
「
次
蛮
堰
礪
の
魂
蜘
劇
理
解
葛
ご
4
暫
、
、
覇
戦
鋼
を
も
つ
　
一
　
の
関
税
戦
争
・
い
い
熱
鵠
㌧
瑠
護
主
響
響
簗
義
霧
d
労
，
　
　
鰐
が
霧
す
る
・
こ
の
よ
う
な
見
解
は
・
斐
の
上
か
ら
も
・
ま
た
理
論
上
か
ら
も
支
持
さ
れ
が
た
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
コ
愈
』
へ
鏑
調
顔
ー
一
召
バ
」
響
で
、
、
嘱
　
ー
カ
i
醒
　
溺
讐
Φ
≦
ゴ
涛
㊥
『
↓
口
『
一
訣
諺
。
帥
に
は
じ
藪
劇
由
貿
易
制
度
潮
支
配
的
－
屠
行
胃
η
れ
，
で
、
い
」
儀
の
で
卍
あ
ズ
活
一
八
六
一
銅
に
南
』
戦
留
が
、
勃
発
U
だ
－
の
」
つ
～
毛
滑
羅
鱒
擁
鞭
．
雛
綴
蒙
難
毅
縮
簿
獺
簾
霧
過
じ
だ
蟹
獺
…
講
謎

ー
↓

に
、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
ィ
ナ
が
連
邦
脱
退
の
挙
に
で
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
、
一
八
二
八
年
の
高
率
保
護
関
税
滅
部
実
　
　
　
習
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋
，

ち
は
し
た
が
偽
ジ
ャ
ク
ソ
ン
朔
剤
明
創
回
溜
男
わ
魍
る
．
ど
調
壌
M
譲
郭
濁
湖
に
口
実
ど
ー
し
て
で
あ
凸
だ
。
し
か
し
な
が
ら
・
南
北
戦
争
の
際
に
は
、
む
か
し
の
口
実
は
く
り
か
え
さ
れ
な
か
っ
た
。
モ
ン
ド
ゴ
メ
リ
ー
に
お
け
る
脱
退
派
議
会
〔
分
離
し
た
州
は
一
八
六
一
年
二
月
か
ら
ア
ラ
バ
マ
州
の
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
に
南
部
連
合
の
首
都
を
お
く
］
で
は
、
関
税
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
は
す
ぺ
て
さ
け
ら
れ
た
。
と
い
う
の
淋
い
）
も
っ
と
濁
有
力
な
南
部
諸
州
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
砂
糖
栽
培
は
ま
っ
た
く
保
護
主
義
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
、
奴
隷
制
を
も
っ
て
南
北
戦
争
の
主
要
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
も
つ
て
「
唯
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇

の
原
因
」
夢
①
．
、
°
。
ぎ
ひ
q
δ
鼠
ロ
沼
、
”
と
な
す
こ
と
に
反
対
し
、
南
北
戦
争
を
も
っ
て
本
、
贋
趣
に
ー
韮
・
、
・
酢
紅
距
主
灘
斗
争
ロ
8
鼠
膏
o
h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

6
0
0
μ
o
日
貯
㎝
o
o
凱
o
房
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
経
済
的
地
域
主
義
を
不
当
に
強
調
す
る
こ
と
は
、
北
部
の
産
業
資
木
主
義
の
発
展
に
た
え
ず
阻
止
的
役
割
を
果
し
て
き
た
南
部
の
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
制
度
の
本
質
を
看
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
産
業
資
本
主
義
の
確
立
－
統
一
的
国
内
市
場
の
形
成
ー
の
前
途
に
磐
石
の
よ
う
に
横
わ
り
、
そ
の
行
手
を
阻
ん
で
き
た
も
の
は
、
奴
隷
制
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
欄
税
澗
題
を
は
じ
あ
、
銀
有
．
通
貨
制
竣
、
公
有
地
政
策
そ
の
他
に
関
す
る
地
域
的
利
号
雨
の
対
立
は
、
°
奴
隷







奴
隷
を
必
要
と
し
、
世
界
市
場
へ
自
由
に
接
近
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
甫
部
諸
州
の
反
対
に
つ
い
て
は
、
既
に
論
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
政
治
的
に
は
一
七
八
三
年
に
独
立
を
達
成
し
え
た
が
、
産
業
的
に
は
植
民
地
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
農
業
と
商
業
と
が
も
っ
ぱ
ら
行
わ
れ
、
製
造
工
業
は
農
村
的
・
家
内
工
業
に
限
ら
れ
て
お
り
、
近
代
的
工
場
制
工
業
の
ご
と
き
は
、
そ
の
姿
を
現
わ
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
初
の
関
税
法
（
一
七
八
九
年
）
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
が
財
政
関
税
で
あ
る
か
、
保
護
関
税
で
あ
る
か
、
保
護
附
税
と
す
れ
ば
如
何
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
論
争
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
メ
ィ
ヨ
ォ
ー
°
ス
ミ
ス
§
8
ω
巳
9
や
セ
リ
グ
マ
ン
は
・
こ
れ
を
財
政
関
税
§
㊦
自
Φ
只
§
8
門
と
み
な
し
て
い
る
。
タ
ウ
シ
ッ
グ
鰭
鯛
離
鵠
霧
韓
鶴
総
磁
義
簸
駐
逡
零
竃
纏
画
襲
測
餐
餅
蜘

　
　
　
　
　
　
．
　
を
　
調
し
　
そ
れ
ー
決
し
て
タ
・
幽
の
工
’
に
対
抗
し
で
　
一
　
に
国
内
幼
稚
産
業
を
　
慌
護
　
」
！
　
難
毒
婬
念
象
．
　
無
ニ
ュ
ー
・
イ
、
ラ
諸
　
　
ど
湧
る
北
饗
轡
産
物
藁
国
鍛
ぎ
荏
沿
勢
愚
み
謝
部
そ
の
怨
づ
国
　
　
墾
箏
る
－
「
蟄
ゐ
謹
崔
対
誓
廷
葦
の
で
蓬
船
汽
難
導
勲
W
襟
菊
瑠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
・
3

本
口
緒
び
付
“
だ
特
懇
ゴ
善
．
関
選
詞
樹
コ
業
一
謬
端
蝋
　
　
　
　
”
」
し
た
甥
の
で
昌
あ
馨
と
い
う
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
消
塒
妨

気
岩
創
欝
に
お
い
て
は
近
代
附
産
蕎
習
成
妾
見
る
こ
と
奮
、
前
翻
嚢
；
資
　
　
　
講
轟
曙
み
存
荘
　
　
　
　
　
侃
蟄
闘
遡
の
矧
捌
a
窟
鳶
ぎ
幼
麟
産
－
業
、
．
戦
奮
欠
い
て
り
鋒
フ
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
は
一
世
紀
以
上
簾
泰
藩
編
襲
縫
灘
鱗
踊
齪
講
蝶
梓
9
8
器
緩
號
轍
護
憩
躍
繋

“
膨
㌃
ス
ダ
云
゜
ス
ミ
ス
の
自
削
霧
副
　
　
　
吻
支
、
一
を
な
し
て
お
り
等
彼
等
は
そ
の
理
論
蔓
嘆
刃
れ
、
重
商
主
義
の
原
理
を
排
斥

し
で
砦
の
で
あ
石
ら
じ
た
が
ぞ
・
轟
邦
嚢
尚
で
ぎ
・
沌
菟
離
上
必
劉
謝
業
の
保
護
・
育
成
は
捌
と
し
て
、
漿
資
刎

保
恥
誕
瑠
対
髪
は
必
然
的
簿
極
的
態
度
を
と
ら
ざ
る
を
得
倒
習
溜
⇔
　
鵬
　
ー
i
、
貿
易
の
繁
栄
が
あ
げ
ら
言
ρ
　
　
命
後
も
、
㌔
廣
本

ど
島
け
捻
頂
瀬
刻
訟
身
戦
争
は
穀
物
の
醤
鍋
戦
膨
だ
⑳
　
　
　
　
す
享
瑠
犬
U
穐
饗
．
「
烈
へ
，
の
恩
蟻
岩
偽
蓋
愈
蓼
馨
国
　
　
　
　
。
塾
国
強
蓼
刀
勇
　
　
、
議
国
と
そ
露
　
　
　
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
の
経
済
発
展
と
関
税
問
題
－
津
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



＼
＼
卿
立
・
戦
　
　
　
　
ま
い
る
十
爪
⊥
⊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
1
　
　
　
塑
制
断
．
　
涛
窪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
出
　
ー
　
　
髄
　
保
謬

割
を
果
工
準
し
じ
「
メ
リ
カ
鉗
造
工
業
「
の
・
た
あ
、
匡
内
市
　
　
　
保
　
る
d
　
　
　
　
、
だ
仁
　
㌧
薯
　
　
輸
，
　
オ
で
、
い
た
諸
ー
品

名
塒
幽
訴
る
　
璽
槻
肴
碁
東
戟
を
　
　
轟
　
　
　
　
易
栞
濃
り
氣
潤
獲
矧
　
会
を
　
　
　
く
そ
く
，
叢
暫
箋
峨
報
だ
・
そ
の
範
囲
は
・
多
シ
ッ
グ
の
表
現
を
か
え
ば
、
「
綿
鴛
・
轟
物
・
鉄
・
撃
ッ
陶
器
み
他
を
製
造
す
る
施
設
が
両
後
の
筍
の
よ
う
に
現
わ
れ
た
。
」
騨
9
鑑
筈
ヨ
o
コ
寵
h
臼
昏
o
ヨ
磐
ロ
砂
o
葺
掃
o
h
9
酔
8
コ
磯
o
α
ロ
ρ
≦
0
9
㊥
コ
9
0
誓
゜
。
「
マ
O
P
．
唯
坦
器
り
憎
O
暮
o
蔓
P
コ
自
O
穿
o
『
四
「
昏
良
窃
噛
㎝
喝
冨
昌
m
q
＝
や
≦
一
昏
弾
ヨ
ロ
む
。
耳
o
O
ヨ
町
司
呂
毛
二
F
そ
の
程
度
は
、
ウ
ォ
！
ド
ン
U
°
即
薄
殊
難
識
羅
鮮
師
舗
蔽
珊
雛
賛
賑
難
難
雛
灘
聯
鵬
瀦
駕
造
観



既
に
論
及
し
た
ご
と
く
、
貿
易
鯛
限
時
代
は
一
種
の
高
率
保
護
関
税
の
役
罰
を
果
た
し
許
ア
メ
リ
カ
の
魔
業
資
本
の
た
め
に
国
内
市
場

．
　
　
　
く
ま
　
　
を
停
止
し

難
灘
叢
離
辮
響
藤
蕪
鵬
講
鑑
い
撫
灘
翻
識
醐

十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ア
ダ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
発
展
と
関
税
問
題
1
1
－
灘
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
‘



着
、
畜
q
d
当
蒔
な
渉
二
玉
－
I
j
－
イ
モ
乞
耳
ド
比
お
壷
　
　
　
、
運
菊
や
貿
易
業
の
利
寄
が
製
週
、
工
業
朔
利
害
よ
り
も
よ
り
犬
討
な
重
ド
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

要
性
を
持
つ
，
で
い
だ
こ
ど
【
↓
庸
穿
え
・
れ
ば
じ
幼
　
　
　
　
護
，
1
育
砿
膚
る
－
．
q
胤
に
異
論
は
な
か
　
　
　
　
雁
．
．
艶
　
保
護
」
旬
戒
ー
嵐
集
剃
商
業
社
頚
魂
韓
に
σ
墓
で
蔓
せ
憲
判
渇
日
菖
睾
。
。
口
g
げ
。
ぎ
・
二
㎝
匡
彗
器
。
昌
。
口
沼
。
断
g
唱
B
貯
ヨ
醇
鼠
ロ
窪
0
8
養
ヨ
ロ
葺
一
＄
　
⇔
，
轡
法
が
南
北
碗
妥
協
φ
基
礎
Φ
‡
に
立
，
マ
で
　
　
　
　
声
地
域
的
利
害
φ
対
立
．
が
潜
在
的
で
暑
奮
て
W
奮
ど
・
こ
れ
墓
窺
こ
う
し
塞
底
の
走
立
っ
て
、
天
＝
ハ
年
の
関
税
法
は
、
一
方
で
は
戦
後
の
経
済
的
危
機
に
砲
面
し
・
他
方
で
は
主
戦
論
者
．
．
壽
岳
署
翁
、
・
の
責
任
自
覚
と
い
う
要
因
と
が
か
ら
み
合
。
て
、
樂
さ
た
過
渡
携
特
肇
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
の
生
産
物
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
　
な
お
一
八
一
六
宰
の
関
税
法
に
対
し
て
、
南
部
を
し
て
前
記
の
よ
う
な
立
場
を
採
ら
し
め
た
物
質
的
巷
礎
に
つ
い
て
考
察
す
れ
ば
、
こ
の
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
殼
業
は
北
部
に
お
い
て
は
不
振
を
極
め
た
が
、
．
南
部
に
お
い
て
は
繁
栄
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
き
恰







指
摘
さ
れ
う
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
　
一
・
八
二
三
年
の
「
モ
ン
ロ
ー
・
ド
ク
ト
リ
γ
」
言
9
岩
o
　
　
H
5
0
ー
　
睡
　
司
場
の
形
，
．
確

婁
．
　
　
　
メ
リ
力
資
本
主
義
の
対
外
的
政
治
的
表
言
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
1
）
男
乏
．
．
↓
窪
沼
眞
o
，
舞
二
す
悼
〇
　
　
　
十
九
世
紀
腔
半
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
発
展
と
関
税
問
題
ー
津
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
「







　
　
　
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
製
造
工
業
の
保
護
鍍
．
て
北
部
の
工
業
化
が
促
警
れ
、
そ
の
輩
北
部
の
増
大
す
る
藁
人
口
に
よ
．
て
舞
さ
れ
る
食
料
品
市
場
の
拡
大
を
望
ん
で
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
畢

（
地
　
　
　
　
　
　
　
ば
、
産
業
資
本
の
統
一
的
国
内
市
場
の
形
　
　
　
　
．
過
程
口
生
起
し
、
や
が
て
は
．
．
業
資
本
，
に
　
　
　
　
　
　
れ

ズ
あ
で
献
司
型
ノ
メ
リ
⇒
合
衆
国
に
　
　
～
マ
査
＋
Q
無
が
　
　
戦
穫
寒
　
　
　
政
喰
・
穰
盆
禦
と
な
っ
て
“
円



齢
暴
蹴
劉
鋸
紅
犠
媚
醜
擁
難
嘱
翻
簗
難
郵
翻
姻
編
繍
聾
鵜
罫

灘
繊
諜
毒
徽
糀
，
礁
場
．
国
内
離
．
国
外
風
ま
．
．
鞭
叢
　
　
　
＋
九
世
紀
削
半
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
発
展
と
関
税
問
題
－
沸
田
　
　
　
　
　
　
圭



欝
び
毛
織
物
関
税
は
従
来
の
ゴ
秀
－
－
ヤ
婁
ト
か
ら
三
三
三
創
4
パ
，
嬰
望
に
璽
翼
港
饗
熱
』
黄
夙
封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
」
十
の
関
税
を
賦
課
尊
れ
て
・
い
た
羊
毛
に
　
　
　
　
．
ー
そ
φ
原
価
出
監
封
度
昌
斗
q
ゼ
ヨ
“
ロ
以
翼
の
専
の
す
・
ぺ
，
て
に
対
じ
．
て
ト
＋
二
Φ
．
↑
セ
、
誕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
凸
の
累
進
的
関
税
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
－
ρ
た
P
羊
毛
関
税
ば
－
西
部
コ
の
牧
羊
熟
習
の
．
利
釜
穿
創
，
面
ヨ
巴
ロ
『
ぎ
言
「
畠
蒙
保
護
男
る
立
法
ー
8
ー
雛
蜷
離
講
欝
前
興
甥
鵜
雛
醜
羅
購
雛
襯
腿
論
鱗
繹
．
“
、
陥
翻
閲
　
　
　
　
　
　
　
ー
箔
－
i
ー
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

か
「
れ
る
・
こ
・
ど
・
に
萄
た
。
こ
の
よ
う
に
口
で
㌦
」
筏
羊
一
業
者
、
ど
、
毛
織
…
物
製
造
業
下
者
－
の
利
害
－
の
対
立
壱
、
　
　
ー
観
慧
　
い
く
よ
う
に
調
盗
隣
る
d
昌
の
困
難
畦
絶
　
　
　
　
　
　
畿
鷺
罰
剴
量
。
1
1
ー
磯
例
　
　
　
現
わ
認
る
d
“
　
亘



巌
　
タ
ウ
シ
ッ
グ
は
、
羊
毛
1
3
毛
織
物
製
造
原
価
の
約
二
分
の
一
と
し
て
・
次
の
よ
う
な
例
示
的
説
明
を
加
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
六
年
の
関
税
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二
四
年
の
関
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
　
毛
織
物
関
税
…
…
…
…
…
…
・
・
：
二
五
％
　
　
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
三
三
・
％
％
・
　
　
　
羊
毛
の
控
除
分
…
…
…
…
…
…
・
：
：
　
七
・
五
彩
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
一
五
％
　
　
純
保
護
関
税
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
一
七
・
五
％
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
・
％
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
羊
毛
お
よ
び
毛
織
物
関
税
の
引
き
上
げ
は
そ
れ
ぞ
れ
漸
次
的
に
行
わ
れ
た
の
で
、
右
の
計
節
は
一
八
二
六
年
施
行
の
税
率
に
基
づ
ズ
も
の
で
あ
　
　
る
。
　
（
局
゜
　
♂
く
゜
、
A
『
碑
ロ
m
畠
一
困
…
o
O
°
　
o
尉
戸
悼
灯
゜
↓
い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
」
喜
ー
1
」
1
塁
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
～
」
’
■
1
「
・

つ
ぎ
に
地
域
的
利
害
の
対
立
を
示
す
も
の
は
、
毛
織
物
最
低
評
価
額
規
定
で
あ
る
。
一
八
四
二
年
の
・
　
覧
　
に
は
、
綿
製
品
の
「
最

低
評
価
額
規
］
」
瞳
？
て
～
叫
の
制
度
嶺
毛
織
物
雌
謂
　
　
　
条
募
が
含
ま
れ
て
浄
だ
。
し
都
，
り
ζ
の
都
分
・
は
僅
少
の
麗
を
も
ち



　
　
　
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
十
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
　
五
　
「
唾
棄
す
べ
き
関
税
」
と
南
北
の
利
害
対
立
の
激
化
　
一
八
二
四
年
関
税
法
の
通
過
後
、
暫
ら
く
の
間
製
造
工
業
者
は
こ
れ
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
　
一
八
二
六
年
の
後
半
に
い
た
り
、
関
税
引
き
上
げ
要
求
が
高
ま
っ
て
き
た
。
　
イ
ギ
リ
ス
が
、
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
一
低
二
四
年
関
税
の
対
抗
措
概
と
し
て
、
羊
毛
関
税
の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
　
「
低
価
格
・
信
用
貸
・
過
少
評
価
お
よ
び
密
貿
易
」
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
に

訴
え
て
、
ア
メ
リ
カ
市
場
の
開
拓
に
努
め
た
か
ら
で
あ
る
。
　
ノ
ニ
八
年
　
　
r
　
、
は
「
毛
織
物
　
　
、
　
　
自
　
o
o
冨
ロ
↓
国
底
h
囲
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
口
ぱ
昆
は
呼
ば
4
て
墜
る
惑
華
　
　
　
　
　
　
　
・
税
．
を
ブ
幅
に
　
　
　
　
　
。
羊
毛
は
、
、
一
八
二
四
年
の
関
税
法
の
も
と
扇
従
価
三
9
ハ
誤
ン
ト
研
保
幽
劇
瑠
習
瀕
湾
お
法
律
の
下
荏
匹
d
刈
彗
調
N
の
従
纒
望
封
度
四
セ
詩
の
従
量
税
頃
適
用
を
受
げ
る
．
｝
q
ど
に
な
ヴ
｝
ア
酋
咳
カ
バ
隔
衆
国
心
韻
剤
蠣
初
朔
混
創
闘
蟄
引
製
割
「
α
引
，
練
副
引
勲
留
翻
訂
？
た
。
q
原
科
、
関
税
に
対
す
る
毛
織
物
製
造
業
者
の
不
満
は
甚
だ
じ
く
昏
」
て
子
「
・
「
イ
・
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の
毛
織
物
製
遮
鼎
笥
調
凝
越
鐵
矧
に
よ
ら
そ
こ
め
法
案
は
通
過
し
、
な
も
」
で
あ
ろ
：
つ
と
予
期
さ
れ
－
た
理
由
も
貸
ま
さ
」
に
・
こ
L
の
点
に
あ
う
－
た
、
の
、
で
、
あ
－
奄
曙
層
変
資
堰
謳
，
劉
、
の
d
低
廉
但
d
曽
F
㍑
継
麟
騨
酵
羅
罐
鋤
賄
難
犠
描
鷲
鰻
羅
鍵
鱗
傑
哨
嚢
磐
繋
靹
廻

　
　
　
　
　
r
●
冒
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
地
域
的
利
兜
恥
の
対
立
8
、
口
で
ー
の
関
税
問
題
脅
「
層
複
雑
奢
U
め
ー
だ
・
の
で
お
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
過
去
数
年
間
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
は
粗
織
的
な
政
党
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
「
立
候
補
者
が
政
綱
で
あ
っ
た
」
（
・
．
野
Φ
彗
口
旨
≦
舘

且
周
焦
O
『
ヨ
゜
噂
憎
）
　
と
こ
ろ
が
、
　
　
　
　
廻
－
，
に
な
る
と
－
　
　
　
　
隈
イ
が
維
儒
を
弓
．
η
、
ト
リ
　
ー
・
ジ
ヤ
ク
ソ
ン
を
中
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

訂
で
政
党
が
結
成
湘
毅
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
経
済
的
問
題
は
灘
畷
．
月
「
不
可
分
，
の
関
係
糾
箏
彗
　
　
　
．
な
切
ヤ
の
関
税
立
、
は
新
し
い
闘
知
型
の
て
あ
戯
　
ク
レ
i
、
ア
ダ
ム
ス
お
よ
び
ジ
ヤ
ク
ソ
ン
は
と
も
に
次
期
大
続
領
候
補
者
で
あ
っ
た
。
関
税
問
題
が
論
争
上
そ
の
重
要
性
を
加
え
る
に
つ
れ
て
、
各
候
補
・
者
は
そ
の
立
場
を
公
に
表
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
紀
録
の
示
す
か
ぎ
り
で
は
、
彼
等
は
殆
ん
ど
似
た
り
よ
っ
去
り
の
保
護
主
義
者
で
あ
っ
上
。
ク
レ
ー
と
ア
ダ
ム
ス
は
保
護
主
義
の
勧
奨
者
で
あ
り
、
宣
伝
者
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
も
、
、
八
こ





分
に
対
し
て
支
払
手
段
を
与
え
る
も
の
は
南
部
の
産
業
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
、
関
税
ぱ
外
国
i
配
の
゜
コ
ス
ト
に
付
加
さ
れ
て
（
購
買
し
う
，
る
商
甜
蝦
名
減
少
ぜ
　
　
　
，
。
1
こ
プ
U
で
関
穏
固
刷
殆
磐
q
も
弓
，
憐
潔
の
産
業
に
対
　
　
　
　
　
　
な
－
る
，
の
，
で
葛
　
　
　
　
　
　
　
輸
λ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
」
t
i
1
～
歪
｝
ー
｝
星
ー

の
強
制
的
減
少
慮
（
・
・
諸
外
国
が
購
買
・
じ
う
る
綿
花
の
量
を
制
限
す
る
，
蔓
と
ど
な
り
、
輸
出
貿
易
ば
阻
害
さ
れ
る
。
南
部
か
ら
徴
収
さ
れ
る

祝
税
は
北
部
の
一
工
欝
を
登
達
ざ
ぜ
る
駐
臨
の
だ
み
に
賦
課
ざ
れ
、
，
、
そ
の
収
ズ
ば
北
部
．
の
内
部
改
謝
『
一
暮
而
則
観
弓
削
割
①
韻
　
　
　
　
聾
消
ー
さ
れ
る
ど
U
訓
に
馨
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
※
　
一
八
二
九
年
の
総
輸
出
額
は
約
五
干
六
百
万
ド
ル
と
見
枇
ら
れ
、
そ
の
う
ち
三
干
四
百
万
ド
ル
は
南
部
の
輸
出
品
で
あ
る
綿
花
・
米
お
よ
び
煙
草
　
　
　
が
占
め
て
い
た
。
綿
製
品
の
価
値
百
二
十
五
万
八
千
、
ド
ル
に
対
し
、
綿
花
の
輸
出
価
額
は
二
干
六
百
五
十
七
万
五
千
ド
ル
と
推
定
さ
れ
た
。
　
　
1
　
　
　
　
（
旧
窪
ミ
〉
咽
三
ミ
…
】
≦
o
号
≡
日
暫
ユ
噺
h
国
訂
召
莞
゜
男
」
い
悼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°





こ
れ
よ
り
さ
き
、
次
第
ー
掴
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
、
文
i
文
　
　
　
盟
部
縫
．
お
峰
　
1
3
噌
諏
干
の
護
歩
を
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
醸

雪
腿
で
寒
。
ど
ξ
に
こ
め
気
運
ば
　
　
の
好
転
に
よ
っ
磯
霧
費
韻
想
。
蜜
の
織
舞
天
三
二
年
の
関
税
法
が
成
立
し

」
躍
φ
で
』
ゆ
る
Φ
」
雫
毛
　
　
　
　
副
蘭
物
め
関
税
率
の
穿
伊
が
｛
」
q
の
関
穂
澱
の
核
心
的
碧
題
毒
擁
せ
て
　
　
　
誹
価
規
定
」

窒
毅
的
破
棄
4
協
最
鍵
蒙
措
襲
ど
髭
溢
。
章
毛
関
税
は
つ
↓
頂
磯
…
「
麸
む
霧
バ
ゼ
メ
聴
以
講
価
品
は
免
除
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

幕
喜
。
を
塾
　
　
　
翻
形
態
に
す
る
こ
と
で
削
魯
3
」
む
、
コ
丞
、
醒
部
諸
州
嚢
｛
袈
反
甦
遙
う
だ
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
ヨ
　
」

漸
嘉
等
は
、
」
」
入
三
二
年
の
議
会
の
行
動
を
も
っ
て
、
連
邦
の
財
政
政
策
に
保
護
蟄
趨
嘉
ズ
的
1
3
編
犬
4
轟
O
霞
匡
o
旨
馨
意
ー

痴
に
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
南
都
諸
朔
・
と
く
口
明
引
埼
d
彊
司
引
イ
ナ
の
州
立
法
部
は
翻
蟹
覇
ぞ
慰
法
選
拠
，
　
　
曇
「



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
し
、
同
法
の
撤
廃
を
要
求
し
た
。
こ
れ
が
容
れ
ら
れ
な
い
曉
に
は
、
達
邦
か
ら
鋭
退
す
る
と
い
う
威
か
く
の
形
態
を
と
る
に
い
た
う
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
「
強
制
法
」
．
、
句
9
8
畠
掛
9
．
・
を
通
過
さ
せ
、
陸
海
軍
の
行
使
を
も
っ
て
、
最
悪
の
事
態
に
対
処
し
よ
う
と
し
た

。
事
態
は
ま
さ
に
一
触
…
即
発
の
危
機
に
あ
っ
た
が
、
　
・
八
三
三
．
，
　
ク
レ
ー
の
雲
　
関
　
、
　
°
．
丁
果
・
に
仕
檜
連
邦
解
俺
握
機
習
噌
ノ
応
隊
遅
ず
る
ご
ど
が
で
ぎ
た
。
、
事
実
上
は
南
部
の
勝
利
に
帰
し
た
が
、
問
題
の
核
心
的
内
容
は
解
決
ざ
れ
な
か
っ
た
。
強
劔
法
案
は
連
邦
ジ
政
麻
の
権
限
の
声
明
と
し
て
残
さ
れ
た
が
、
三
十
年
後
に
は
戦
争
に
訴
え
て
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
q
　
（
－
）
や
ω
富
薯
8
匹
…
多
舞
噌
同
，
障
お
陣
憶
ホ
”
押
塁
〉
㎝
ゴ
冨
団
刷
多
§
「
三
8
　
（
2
）
9
汐
b
象
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円
乏
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弓
舞
器
嬉
。
石
こ
算
δ
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幕
弓
H
器
凹
量
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淳
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悼
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）
員
ω
訂
コ
毛
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9
聲
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津
こ
H
七
゜
悼
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（
5
）
搾
o
o
冨
暑
8
臼
鼻
良
f
H
唱
為
露
　
（
6
）
　
ア
メ
リ
カ
学
会
訳
編
原
典
ア
メ
リ
カ
史
第
三
巻
四
一
七
－
四
一
九
ぺ
ー
ジ
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員
L
o
貯
彗
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国
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（
8
）
戸
≦
臼
窪
邑
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奴
隷
制
の
経
済
法
則
と
南
北
の
対
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艦

地
語
利
害
の
対
は
腰
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
臼
痴
税
論
霞
内
畿
灘
公
姦
の
払
い
下
楼
才
入
禦
金
劉

聾
ど
藩
題
と
密
接
不
募
の
関
係
に
　
、
讃
．
南
部
お
よ
．
弩
塵
勉
そ
型
、
関
を
異
に
　
碧
。
　
　
　
　
U
旦
び
嵩
o
畠
o
ヨ
巴
昌
払
い
下
げ
問
題
に
関
し
て
は
、
北
部
の
製
造
工
業
家
は
賃
金
労
鋤
者
階
級
の
形
成
に
よ
る
低
廉
な
る
労
働
　
公
有
地
ガ
の
供
給
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
作
用
を
も
つ
西
部
の
土
地
の
低
廉
な
る
払
い
下
げ
に
反
対
し
た
。
彼
等
は
、
西
漸
運
動
に
よ
る
良
営
農
民
の
繕
設
が
馬
北
部
の
製
造
工
業
地
帯
に
お
け
る
賃
金
労
働
者
の
不
足
を
招
来
し
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
維
持
・
拡
大
に
支
障
を
き
た
し
わ
し
な
い
か
と
、
お
そ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
公
有
地
の
払
い
下
げ
か
ら
あ
が
る
才
入
が
増
大
す
れ
ば
、
遮
邦
　
　
　
＋
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
継
の
経
済
発
展
と
関
税
問
題
－
津
田
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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八
四
才
入
の
主
要
源
泉
で
あ
る
関
税
収
入
の
必
要
性
を
減
じ
、
ひ
い
て
は
関
税
率
の
引
き
下
げ
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
北
部
産
業
資
本
家
の
望
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
等
は
土
地
払
い
下
げ
の
剰
余
金
を
国
内
改
善
に
使
用
す
る
か
、
ま
た
は
北
部
が
欲
し
て
い
る
関
税
の
引
上
げ
そ
の
他
の
諸
施
策
を
西
部
が
支
持
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
土
地
払
い
下
げ
の
剰
余
金
を
各
州
に
分
配
す
る
こ
と
に
賛
成
し
た
。
こ
れ
が
、
ク
レ
ー
の
「
ア
メ
リ
ヵ
体
制
」
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
北
部
の
畏
民
は
西
部
の
農
産
物
の
競
争
に
危
惧
を
い
だ
き
、
公
有
地
の
払
い
下
げ
に
対
し
て
は
、
産
業
資
本
家
と
同
じ
立
場
を
採
っ
て
い
た
が
、
北
部
の
労
働
者
階
級
は
、
土
地
が
廉
価
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
等
の
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ
る
一
助
に
な
る
と
信
じ
、
一
八
二
〇
年
以
後
自
由
地
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
南
部
に
あ
っ
て
も
、
階
級
を
異
に
す
る
に
つ
れ
、
利
害
関
係
を
異
に
し
、
し
た
が
つ
て
ま
た
政
治
的
発
言
を
異
に
し
た
の
で
あ
る
。
北
部
は
公
有
地
払
い
下
げ
講
あ
が
る
才
入
が
、
関
税
の
必
要
性
を
減
ず
る
，
」
と
姦
待
し
、
同
じ
理
由
か
巨
そ
の
収
入
を
内
部
肇
、
に
使
用
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ち
ー
ヨ
f
t
…
‘
モ

　
こ
の
間
・
南
部
は
北
部
の
産
業
資
本
の
発
達
、
西
部
の
開
発
に
よ
る
独
立
白
営
農
民
の
増
加
な
ど
、
統
一
的
国
内
市
場
の
展
開
に
対
し
て
・
何
等
そ
の
経
済
状
態
を
改
善
葱
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
が
、
敏
治
の
領
域
に
お
い
て
は
．
」
の
利
益
を
護
る
．
と
に
、
著
し
い
成
功
を
収
め
え
た
。
南
部
の
経
済
的
政
治
的
お
よ
び
社
会
的
生
活
を
支
配
し
て
い
た
寡
頭
制
は
、
連
郭
政
治
に
支
配
力
を
揮
い
、
大
簾
の
地
位

礫
欝
難
鱗
難
羅
灘
難
縫
轟
譲
犠
蒙
参
書
と
き
ー
マ
粋
で
昌
護
，
藁
ユ
穀
判
漢
穿
．
u
韓
。
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及
が
ア
メ
リ
カ
’
法
の
提
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
と
き
、
最
後
に
、
ア
フ
リ
カ
奴
隷
貿
易
が
、
合
法
的
存
在
で
あ
っ
た
と
き
よ
り
も
っ
と
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大
規
模
に
事
実
上
（
O
ゆ
噛
皿
O
け
）
再
開
さ
れ
た
と
き
、
奴
隷
所
有
者
の
権
力
の
支
配
は
頂
点
に
た
っ
し
た
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